
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活動紹介（パネル展示） 

湿式シュレッダーによる紙の再資源化 

小型充電式電池の回収 

ごみ分別ＢＯＸ 廃棄物分別表 

☆分別排出の徹底 

・個人ごとのごみ箱を廃止し、フロア毎に共有のごみ分別 BOX を設置。ごみ分別 BOX の前にはイラスト入りの廃棄物分別表を掲示するとともに、 

英文を併記し外国人従業員にごみ分別がわかるようにしています。 

☆従業員への環境教育の実施 

・グループ会社の環境管理担当者を集め、廃棄物処理の対応、各種法改正等の環境情報の共有、教育を行い、事業所内へ情報展開しています。 

☆発生抑制の推進 

・年間約６万個消費されるトイレットペーパーについては、紙芯なしのものを採用し、ミックスペーパーの発生抑制を図っています。 

☆再資源化の推進 

・機密文書を湿式シュレッダーにて紙繊維をほぐす処理を行い、処理したものをパルプの原材料として製紙会社に引渡しています。 

☆資源回収の推進 

・(一社)ＪＢＲＣに小型充電式電池の排出協力事業者登録を行い、事業所内およびグループ会社より回収した小型充電式電池を引き渡しています。 

☆社会貢献活動等 

・ペットボトルキャップを回収し、毎月ＮＰＯ法人を介して「世界の子どもにワクチンを 日本委員会」に収益を寄付する「エコキャップ運動に」参加しています。  

・戸塚区柏尾川魅力づくりフォーラムに参加し、柏尾川清掃活動や絶滅危惧種「ミズキンバイ」の生態系保全活動を行っています。 

・近隣小学校に出向き、３Ｒ取組内容、清掃活動、生態系保全活動等の環境活動紹介を行っています。 

・定期的に戸塚駅から事業所までの通勤路、および事業所周辺道路の清掃を実施しています。 

日立横浜事業所 （戸塚区：10 回目） 

エコキャップの提供 

  

 

 

事業所周辺道路清掃 

紙芯なしトイレットペーパーの採用 


